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Ⅰ．緒　　　　　　　　呂
長崎県に於ける肺ヂストマ症に関しては，　　世保市及び其の附近に発生した症例に就て報
大谷氏によって発表せられた明治31年に発生　　智してをる．私共は長崎県に於ける本症の分
せる症例報告が最初と思はれる．其の後，隅　　布調査を画て，長崎県下の無地医家の協力を
田及び森本，山崎及び三晶厚見，隆杉及び　　得て，主ょして昭和20年以降の肺ヂストマ症
高村，田中等によって肺ヂストマ症例が報告　　発生状況を調査した。1000通の往復ハガ車を
せられて居る。長崎大学青木義勇教授は長崎　　発蓋し500名から返事を受け，肺ヂストア症
県下で昭和22年迄に学術的に報告せられた肺　　の報告に′接した人々には更に詳細な調査を依
1
デストマ症の合計は24例であると発表してを　　額して，必要な諸調査を行ひ，∴応調査を終
ゎ，佐世保市民病院森重孝氏は昭和23年に佐　　イしたので，その成績を報告する。
Ⅰ調査成績放びに考集
昭和23年迄に紙上発表せられた肺デストマ　　ヂストマ症34例に関する調査表は第3表の滴
症の中，長崎県で感染したと推定せられるも　　　りである．上記34例と従来の文献に見られる
のは第1表に卑した30例である．私共に報告　　30例とに閲する感染地寓別一覧表は第4表の
せられたもの1軋　臨林的に肺ヂストマ症と　　通りである．即ち従来の文飾によれば肺ヂス
見倣されたものは相当数あるが，その中で喀　1、マ分布地は長崎市，嘩世保市，諌早市，南
疾中に肺ヂストマ卵が澄明せられたものは54　　高来郡の有家町，西有家町，北有馬村，湯江
例である．此の54例の肺ヂストマ患者の感染　　村，大三東村，加津佐町及び小浜町の7ケ町
地別調査表は罫2表の通りである。即ち明か　　村，北高来郡に於ける深海村，湯江町及び田
に長崎県内で感染したと思はれるものが34例．　結村の3ケ町村，西彼杵郡の為石村及び茂木
長崎県以外の内地で感染したと思はれるもの　　町の2ケ町村，東彼杵郡の江上村で，合計3
が2例，朝鮮其の他の外地で感染したものと　　市13ケ町村である．私共の調査忙よれば，長
思はれるもの7例，カルテが瓢当らないため　　崎市，佐世保市，南高来郡の北有馬村，南有
不明のもの2例．再調査に対する回答が釆な　　馬町，湯江村；多比良町，大正村，守山村及
いため感染地不明のもの7例，ツガニを食べ　　び山田村の7ケ町村，西彼杵郡に於ける為石
た記憶が全くないとの回答をうけたもの2名　　札黒崎村及び川原村の3ケ村，北松浦郡の
で，結局不明のものが11例である．　　　　　志佐町佐々町及び柚木村の3ケ町村，南稔
長崎県内でツガニを食べて発病したもの，・　涌郡に於ける奈良尾町及び岐宿町の2町，下
即ち明かに長崎県内で感染したと思はれる時　　環部の琴知町，上界郡に焚ける仁田村で合計
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第1表　　昭和23年迄に紙上発表せられた長崎県下の肺ヂストマ症
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第2表　長崎県に於て発病せる肺ヂストマ症の感染地別調査表（其の二）
（喀疾中に肺ヂストマ卵を証明したもののみ）
価かに長崎県内で感染したと思はれるもの　l　－34▲
長崎県以外の内地で感染したと推定されるもの1　　2
朝鮮其の他の外地で感染したと恩はれるもの　l　　7
カルテが見当らないため不明のも・の　　　　l　　2
回答が木ないため感染地の不明なもの　　　　】　　　7
リガニ’を食べた記憶め全くないもの　　　　】　　2
長崎県下の肺ヂス　トマ症
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第5表　長崎県内でツダニを食べて発病せる肺ヂストマ患者調査表
香：号 患者氏名
患　者、住　所
市郡l町　村 匪
食べ　た場所
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桐○　忠○
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金　○　南
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志○　重○
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楠○　粉○
森○ユ○子
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桧○　典○
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柴○キ○子
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橡　○　昭
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岩永　岱三
大坪　　廉
植村　　清
野田　初義
影浦　内科
横田　内科
高　　村明
中村　欽雪
小柳　光久
膨満　内科
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ク
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第4嚢　長崎県に於て発病せる肺ヂストマ症の感染地区別一覧表（英二）
（長崎県内で感染せるものに託ての調査）
市　郡
長崎市
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町　　村
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2市17ケ町村である∴文献と私共の調査成績
とを合計すれば3市27ケ町村となる．以上の
中で，・私共の調査によって肺ヂストマの分布
が初めて明かとなった地置は南高来郡の多比
良町，南有馬町，大正村，守山村及び山田杵
西彼杵郡の黒崎村と川原村，北路浦郡の志佐
町，佐々町及び柚木村，南松浦郡に於ける奈
良尾町と岐宿町，対馬に於ける仁田村と鶏知
町の14ケ町村である．
私共の調査した範囲の中，北桧浦郡，南椅
浦郡，上県郡及び下県郡の4郡では従来肺デ
ストマ症に関する報告例は全く無かった。唯
興味あることは，長崎県衛生課が現地で行つ
た喀疾又は糞陳検査により，上県郡及び北松
浦郡に肺ヂストマ卵の保有者が丑明せられて
ゐることである．
上述の長崎県内で感染したと思はれる34例
匿就で性別と発生年令別とを見るに，男23名
に対し女11名で，女子は男子の約宰数である．
年令は10才以下1例もなく，11⊥20才9例，
21－30才13例，31～40才5例，41～50才5例，
51”60才2例で，61才以上は1名もない．
上記の肺ヂストマ唐音の中には1人で2名
の医師を訪れたものが数名あり，中には3ケ
所の医師乃至病院を訪れたものもあった，叉
患者の発病地と感染地との異るものが数名あ
り，崎戸町で発病した‾2名の中1名は長崎市，
イ也の1名は佐々町でツガニを食べてゐたこと
が判明した。多比良町でツガニを食べ大村市
で発病してゐたものもあった．之等の点は飴
程慎重に調査しないと誤った成績が得られる
ことが起り得る．
次に長崎県内で感染したと推定せられる34
例の肺ヂストマ患者に閲し調査した二三の事
項に就て述べる。先づ朝鮮，台湾等の外地に
行った状況を調査し，6名の該当者を見時し
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たが，一之等のヰに外地で肺ヂストマ症匹感染
した翠のは・ない．内地に於て以前に肺ヂスト
マ症に梶息したことのあるものが5名あるが，
治鞍の結果等の中3名は治癒し，2名は軽快
したと報告して居る．発病後医師より肺結核
或は肺結核であらうと言はれたことのあるも
のが13名，患者自身或は患者の家族が肺結核
と思ったものが17名ある。34名共全員発病前
にツガニを食べてゐたが，その中度々食べて
ゐたものが26名ある．叉患者の家族でツガニ
を食べたものが多く，家族の者が全然食べて
ゐ潅いと言ふものは僅か1名である．併し明
か：に同一家族より2名以上発病したものは第
24例の六○信○と第25例の六○桂○の2名の
みで，其の他に豪族に疑はしい患者が出たと
言ふものが2名ある．此の成績より考へると，
ツガニを食べ七も比較的発病すろもゐは少い
と云ふことが推察せられる．
潜伏期問に就ても調査してみたが，ツガニ
を幼時より度々食べてゐるものが多いので調
査が仲々困難である．僅か8名に就て甲み潜
伏期を比較的明かにすることが出来た．即ち
最短2ケ月，最長3年と云ム成績由得られた
が，此の点に就ては更に厳密な調査が必要と
思はれる．
以上34名の中肺結核の合併症あるものが1
名，肺浸潤合併の疑あるものが2名ある．後
者の中1名に対してはS・MとPAS‾の併用
療迭が行はれてをる．上記3名以外の2名に
対してはS・Mが使用せられたが，その中
1名は患者の切なる希望たよったものとの由
である．
Ⅱ　絶括曲びに結語
：l）従来の文献と私共の調査成績とを綜合
すれば，長崎県に於て肺ヂストマ症の感染地
と推定せらる」ところは3市27町村であり，
其の中私共によって初めて分布の明らかにせ
られた地囁は南高来郡の多比良町，南有馬町，
大正村，守山村及び山田村，西彼杵郡の黒崎
村と川原村，北袷涌郡の志佐町，佐々町及び
柚木村，南松浦郡に於ける奈良尾町と岐宿町，
対馬に於ける仁田村と鵜知町の14町村である．
而して島崎県に於て肺ヂストマの存在が証明
せられてゐない地直は5市9郡の中，大村市，
諌早市，壱岐郡の2市1郡のみである．
2）長崎県内で感染したと推定せられる肺
ヂストマ症患者34例に就てみるに，殆んど稔
ての患者の豪族が同時にツガ土を食べてゐる
に拘らず，同一家族に肺ヂストマ症の発生せ
ることが明かなものは僅か2例（第3表の第
24例と第25例とは同一家族）のみである．
3）上記34例中，医師より肺結核或は肺結
核であらうと云はれたものが13例，患者自身
或は患者の家族が肺結核と思ったことのある
ものが17例である．従て喀血乃至血族を証明
したものは肺結樗を考♪ることは勿論必要で
あるが，結核菌の証明されない場合等は特に
肺ヂストマ症を一応考慮に入れることを忘れ
てはならないと思惟する．
（摘筆するに当り，稗田教授の御指導並に御校閲を
深謝し，未調査に御協力をいただいた天地医家の方
々の御好意に感謝する・）
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